
 
 

 
 

DP 到達度調査（卒業研究履修生）結果について（報告） 
 
１．調査概要 
 １）調査目的：本学の教育成果等を調査し、本学の学修成果の検証等に活用する。 
２）調査対象： 2023年度卒業生（ストレート卒業の 20 生・学部過年度生） 

３）調査方法：Google フォームによるアンケート調査 
４）回答期間：2024/1/22(月)～2024/２/29(木) 

 
２．アンケート結果概要 
１）集計数：下表のとおり 

学科・専攻 回答数 対象者数 回答率 

機械工学科 60 104 57.7% 

機械システム工学科 64 99 64.6% 

電気電子工学科 37 85 43.5% 

建築専攻 52 87 59.8% 

インテリアデザイン専攻 19 31 61.3% 

土木・環境専攻 54 54 100.0% 

かおりデザイン専攻 14 21 66.7% 

情報システム学科 69 104 66.3% 

情報デザイン学科 38 118 32.2% 

総合情報学科 28 71 39.4% 

合計 435 774 56.2% 

 
２）回答結果 
  次ページ以降を参照 











Q14.全体を通じての意見・要望、後輩たちに向けてのアドバイスなど、ご自由にお書きください。
※本調査項目に関する意見等は除きます。次年度の参考にいたします。

・卒業はした方がいい ・とにかく頑張れ ・たくさん遊ぶこと
・人を信じすぎるな ・友人はしっかり作ること ・就活頑張りましょう！
・楽しく生きてください ・就活はだれよりも早く始めるべし
・就活はどんなに落ちても大丈夫
・勉強をたくさんしましょう。
・卒論頑張ってください。思っていたより厳しいです。
・単位の管理をちゃんとする。先生の年齢を見て判断をする
・卒業研究は、少しでもいいから毎日やっていく
・python を一年次からやりたかったです
・就活は早めにやった方がいい。
・色々なことに挑戦できるのが、大学生の特権だと思います。
・後悔なき学生生活を送ってください！学業に専念しつつ、青春を謳歌せよ！！

・グループ活動を行う授業を増やしてほしい． 学食の営業時間をのばしてほしい．

・就職活動は、早めすることと自己ＰＲやガクチカは第三者に見てもらった方が良いと思います。
・悔いのないように何事にも挑戦してください
・卒論は計画をもって進めていってください
・アドバイス:何よりも時間の使い方を大切にして欲しいと思います。
・機械に触れる機会をもう少し多くして欲しいと思った。
・興味あることを見つけるのに最適なタイミングだと思う.頑張れよ.
・目標があるならそれに向かって全力で頑張るほうがいい

・悩みごとは1人で抱え込まずに、早めに相談するのです。
・就活や卒業研究は早め早めに進めておくべきだと思います
・何事も早めにやることと、少しでも後悔しないための選択をしてほしい

・留年や休学をしても大丈夫です。
・挑戦したいことには何事も挑戦すべきです。

・学科によっては十分満足できるような大企業を狙える機会があるのに、就活自体を軽く終わらせてしまう人が周囲に
多く、大企業程大きく構え、中小企業程貪欲に採用来る傾向によってより就活を軽く終わらせてしまう人が増えている
ように感じられた。もちろん、各人の自由ではあるものの、名古屋という立地のよさと学科の需要があるおかげで大学
に来たからこそ狙えるレベルの企業があるのだということをもっと強調した方がいいと思う。

・単位は可を取れればいい。大学の成績は全く無価値。大学生活の価値を決めるのは就職先。遊ぶだけ遊んで最低限の
単位を取れば有意義な大学生活を送れます。

・とても短い4年間でした。コロナもありましたが、後輩の方たちはこの学生という期間を大切に過ごして楽しくやって
ください。

・自由という時間をどのように使うかが大切です。時間はお金では買えないからこそ、視野を広げ心の底から目指した
い業種に挑戦すること。

・自分の出せるパフォーマンスと、それを維持できるキャパシティは知っておくと良い。調節できる力も身に付けられ
たら尚良いと思う。



・経済、時間などに余裕があるなら進学した方がいいと思います
・自分の感性と合う教授との関係を大事にしてほしい。
・やるべきことはなるべく早めに終わらせよう
・単位取得は計画的に行った方がよい
・入学してすぐに企業研究を始めた方がいい。
・大学生活は長いようで短いので大学生の間にできることをたくさんチャレンジしていってください
・弓道場を作ってあげて欲しいです。

・在学中に経過していく時間は一瞬でした。後悔をしないように。毎日を大切に。
・就職活動と卒業研究は早ければ早いほど良い結果が得られるので余裕をもって進めていきましょう
・資格取得に役立つように、もう少し授業の質を高めて欲しいです。

・大学院へ進学するため、就職に関する欄に当てはまるものがなく、うまく書けませんでした。
・就職フォローは、建設業に限った物がほとんどで、自身の希望職種はフォローは一切なかった。
・無駄遣いするより金貯めて海外旅行いっぱい行った方がええよ〜

・あまりにも直近すぎる提出期限を学生に要求しないでください

・3階のトイレの流れが悪いです。自己分析を早めに。

・単位は取れる時に取ったほうがいい

・なにかに失敗したとしても、それは今後の役にたつので前向きに捉えると頑張れるよ

・スプレーブースほんとに作った方がいいと思う。汚されて怒るくらいなら最初から作ればいいのにとずっと思ってい
ます。

・X棟南側にいると電波弱いため携帯が使えず課題をするのに支障が出た。また、X棟南側の4階のトイレの流れが悪く数
回流さないと全てが流れない。研究室のパソコンが一人一台無い、ベクターワークスが入っているものが一台も無いた
め、一階のパソコン室まで何度も行き時間を無駄にしていると感じた。これらを主に改善してほしいです。

・研究室選びは紙の紹介だけでなく、研究室訪問などの時間を取るべきだと思います。先生方、研究室に所属にしてい
る生徒には大変ですが、これを行うことで研究や先生の指導方針がわかること、所属研究室の研究内容がわかりやすく
なることがあると思います。

・大学は義務教育ではないため、制限などがあまりなく、やりたいことがなんでもできるようになる。そのため失敗を
恐れず色々なことに挑戦してみよう。逆に義務教育ではないため、自分のことを心配してくれる人は少なくなります。
そのため信頼できる友達や教授を見つけることが4年間の大学生活を楽しむコツです。アルバイトや課外活動はできるだ
け参加しよう。アルバイトは無理のない程度で、大学生にとって学業が1番大切なことであることを忘れずにしてくださ
い。就活は早めに始めよう。就活は大学をあまり頼らず、自分で早めに自己分析して、自分で自分にあった企業を時間
をかけて選ぶ方がいいです。大学で行われる就活イベントもとてもいいですが、自分の就活の範囲が狭くなるので、自
分で就活を一から行うと後悔せずに就活を終えることができます。就活はゼミの先輩や教授のアドバイスがとても役に
立ちます。履歴書などは担当教授に見てもらうといいです。就活は早めに行い、後悔せずに最後までやり切り、卒論の
制作に早く手をつけることができると4年生はとても楽しく過ごせます。4年生になるまでにしっかりと単位を取って過
ごしていれば、4年生の時アルバイトで貯めてきたお金で沢山旅行に行けます。大学生は、学業を1番優先させて、アル
バイトは程々に、周りに流されたり合わせることなく、自分で考えて行動すると楽しい学生生活が過ごせます。

・主に就職活動など幅広い面で色々なサポートが手厚くとても就職活動がしやすい大学だと思いました。また教授も優
しく時折厳しい方が多く的確な指示をしていただけたのでいい大学と思いました。

・これは自分に合っているのか、幅広い価値観や認識をもって常に自分を励み、例え出来なくても自分を愛せることの
大切さを培って欲しいです。

・後に卒業研究をする人たちへ、結果論で賞を貰ってやって良かったと思うかもしれないけど正直最初はやりたいこと
やれないって思う人が多いと思います。実際どうかは分からないけどそう言ってる人が多い印象でした。やりたいこと
がやれないとサボって後半バタバタしないよう計画的に進めるのが1番オススメです。サボっていた人を何人か見ました
がちゃんと進めていると滑稽に見えます。もし別の研究している友人や共同研究の人がサボっていたらひっぱたきま
しょう。特に共同研究の方、貴方だけが耐えて頑張るのは間違っている。耐えられるというのなら好きにしたらいいと
思いますがその場合はすぐに手を切ることをオススメします。サボってばっかの共同研究者なんてクズです。共同研究
を勧められた時、その相手が優秀さでよく名前を聞く人かすごく仲のいい友人のどちらかで無い場合は断るもしくは少
しだけすごしてみて真剣に悩むことをご検討ください。もしかしたらただ人に押し付ける最悪の野郎かもしれませ
ん...。
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